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日本社会の貧困と障害
　　　　　　　　　　　　日本女子大学　　岩田正美
1) 貧困の捉え方

　○生活資源の過小としての貧困＝お金がない

　○その原因結果をなす、さまざまな社会的・文化的事象

　ルース・リスターの貧困の車輪概念

　　貧困を、その主軸にある生活資料の過小による困難と、外輪にある

　　多様な排除、非難、自己評価などとともに重層的に把握している。
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　出所：Lister,R. (2004) Poverty , Polity Press の図を岩田が修正加工

２）貧困率から見た日本の貧困の特徴
○リスターのような捉え方はあるが、国際比較で最も使われているのが、単純な等価所得による貧困率の測定。

○　OECDによる、各国の所得データから、等価所得の中位数の４０％、５０％、６０％といった任意の貧困基準を使った測定。簡便であるためよく使われる。

率そのものは、データによっても、５０％基準を使うか、別の基準を使うかによっても異なる。

· 日本政府による算定結果の公表（10月）
 2007年の国民生活基礎調査で15.7%、子どもの相対的貧困率は14.2%
· OECD報告書で見る日本の特徴

日本はOECD平均と比べると、働いている世帯の貧困率が高い。

	
	
	日本
	OECD平均

	稼働年齢期世帯主
	全世帯
	１２％
	１０％

	
	非稼働
	４２％
	３６％

	
	１人稼働
	１４％
	１４％

	
	２人以上稼働
	　９％
	　３％

	子どものいる世帯
	
	
	

	　　ひとり親
	非稼働
	６０％
	５４％

	
	　稼働
	５８％
	２１％

	　　ふたり親
	非稼働
	５０％
	４８％

	
	１人稼働
	１１％
	１６％

	
	２人以上稼働
	１０％
	　４％
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· 障害をもつことに伴う困難としての貧困

　働けない＝本人の収入がない

　日常生活それ自体が困難＝ケアの必要、ケアラーのケア専念

　の両面から、物的貧困のリスクを抱える。

· これまでの対応

　★家族によるカバー（貧困は隠される）

　★社会保険や扶助、社会サービスによる補填

　　　障害等級１，２級は一応の所得保障対象

　　→働けないことと引き替えの最低保障は正当なものとして承認されやす　

　　　い（貧困問題の困難性は稼働可能な貧困者の処遇に集中されている）

· ただし、日本の場合は、障害等級は稼働可能性と必ずしも一致しない。

　つまり働けても、等級が高ければ保障。

　（百瀬2008 季刊社会保障研究４４−２）

· 雇用は？　働いても貧困からは抜け出しにくい（日本の特徴）

　働いて労働市場から所得を得ることと

　働けないから社会保障を得ることの制度的分離は不明瞭。

　○貧困問題としての障害への対応

　　★非稼働による貧困については、その対応への社会的承認が容易。

　　　→生活保護等の請求の正当性あり。

　2007年厚生行政例で全保護世帯の１２％

　　　東京都の障害者の生活実態調査生保受給率　身体6.4%,知的3.4%,精神25.7％
★障害があることによる加算の妥当性

　実質的な貧困ラインの上昇

　ただし、理論的な根拠が明確なわけではない

· 貧困問題の中に隠された？障害者

· 近年の保護施設、母子生活施設、ホームレス相談などにおいて

軽度障害者の存在の強調傾向が強まっている。

　　ホームレスなどの中に、障害認定が成されていない「軽度知的障害者や境

　　界域」の人々が存在しておりそのために「自立支援」が困難なことを強調。

　　★その特徴

　　　　大人になるまで障害認定を受けていない。

　　　　　　東京都の生活相談一時保護所の心理判定統計では、２０〜３０％

　　　　　　が軽度。境界領域の知的障害とされているが、療育手帳を持って

　　　　　　いない。（松江他2009）
　　就労が長続きせず、地域生活も失敗しやすい

　　利用できる障害施策がない

　　　

　　★必ずしも、家族や教育/医療制度の中で認定され、保護されなかった障害者の存在への気づきである可能性もある。障害者福祉、療育は、親の存在や家族会によって推進されてきた。貧困によって、家族から排除された障害をもつ人々がいるということか？

· この気づきによって、現実的に就労支援の姿勢を変えていけるというメリットも持つ。

★ただし軽度障害者への施策が不十分な状態では、ラベリングを増やすだけとの懸念もある。

　

· 売春防止法制定当時の、知的障害の強調との類似性。

施設援助の正当性と結びつけるための、過度の障害の強調。

· 認定を受けていない知的障害者が増えているのか、現代社会の知識社会化による「健常」のバーが上がっただけなのか？

貧困による実質的な教育機会からの排除が、知的障害のように見える場合もあるのでは？
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○貧困と障害の結びつきをどう解消していくか？

物的困難


（お金がない）








